
７月28日　第11回　米奥沈下橋夏祭り　in　松葉川
（四万十町地域おこし協力隊　松葉川健一さんによるファイヤージャグリング）
７月28日　第11回　米奥沈下橋夏祭り　in　松葉川
（四万十町地域おこし協力隊　松葉川健一さんによるファイヤージャグリング）

今月の人きらり
 この町にもっとにぎわいを
作り出していきたい
話題の広場 topics&report
高幡子ども会親善
ソフトボール大会で交流
特集
見て、知って、考える。
四万十町の今
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▲ゲストルームに掲げた集落名のボード

topics&reportまちの話題

今
月
の

ぼ
う
さ
い

ひ

▲高学年の部　優勝　伊与喜ＪＶＢＣ ▲低学年の部　優勝　
　春野ジュニアバレーボールクラブ

▲大会優秀選手に選ばれた３名

写真左から　 
　下本　菜々美　選手
　　（フレンズ横浜ＪＶＣ）
　河村　歩采乃　選手
　　（伊与喜ＪＶＢＣ）
　並村　理佳　　選手
　　（泉野バレーボールクラブ）

万
巻
の
書
の
ひ
そ
か
な
り
震
災
忌
　
中
村 

草
田
男

　
一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
年
）
九
月

一
日
、
午
前
十
一
時
五
十
八
分
に
発
生

し
た
関
東
大
震
災
。
十
数
万
人
の
死
傷

者
を
出
し
た
大
震
災
に
ち
な
み
、
伊
勢

湾
台
風
で
甚
大
な
被
害
が
出
た
翌
年
の
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三

十
五
年
）
に
防
災
の
日
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
前
後
に
あ

た
る
八
月
三
十
日
〜
九
月
五
日
は
、
防
災
週
間
と
位
置
づ
け
ら

れ
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
は
予
期
せ
ず
発
生
す
る
も
の
で
す
。
日
本
は
他
の
国
と

比
べ
て
台
風
被
害
や
地
震
の
被
害
も
多
く
、
大
雨
洪
水
や
津
波
、

地
殻
変
動
な
ど
の
自
然
災
害
、
突
発
的
な
火
事
や
爆
発
な
ど
、

い
つ
ど
ん
な
災
難
に
見
舞
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
防
災
と
は
、
「
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
目
的
を
も
っ
て
行
わ
れ

る
取
り
組
み
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
知
識
や
心

構
え
の
理
解
を
深
め
、
平
時
か
ら
の
備
え
を
強
化
す
る
こ
と
が

大
事
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
年
で
関
東
大
震
災
か
ら
九
十
五
年
。
特
に
祝
日
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
た
め
に
認
知
度
が
低
い
記
念
日
で
す
が
、
3
・
11

の
悲
劇
も
記
憶
に
新
し
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
近
い
将
来
に
必
ず

発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
慌
て
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
防
災
・
減
災
に
関
し
て
の
意

識
を
最
大
限
に
高
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

防
災
の
日

季
節
の
風
景 

９
月

高幡子ども会親善ソフトボール大会

四万十町窪川B＆G海洋センター杯小学生バレーボール大会
　８月５日、四万十町窪川B＆G海洋センター他５会場で、第23回四万十町窪川B＆G海洋センター杯小学生バレーボー
ル大会が開催されました。高学年の部20チームと低学年の部12チームに分かれ、熱い戦いを繰り広げました。
　この日は40度超えの気温が全国で相次ぐなど、本当に暑い夏日となりました。体育館内も蒸し暑く、熱中症や脱水症
状の心配もありましたが、選手たちはコートに入ると暑さを感じさせないようなハツラツとしたプレーを見せ、無事大会を
終えることができました。結果は次のとおりです。

　８月５日、四万十町窪川B＆G海洋センター他５会場で、第23回四万十町窪川B＆G海洋センター杯小学生バレーボー
ル大会が開催されました。高学年の部20チームと低学年の部12チームに分かれ、熱い戦いを繰り広げました。
　この日は40度超えの気温が全国で相次ぐなど、本当に暑い夏日となりました。体育館内も蒸し暑く、熱中症や脱水症
状の心配もありましたが、選手たちはコートに入ると暑さを感じさせないようなハツラツとしたプレーを見せ、無事大会を
終えることができました。結果は次のとおりです。

　
小
野
さ
ん
は
、今
年
4
月
に
、3

年
間
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
務

を
終
え
、大
正
駅
前
で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

「
E
K
I
M
A
E 

H
O
U
S
E 

S
A
M
A
R
U
」
を
始
め
ら
れ
ま

し
た
。

　「
S
A
M
A
R
U（
サ
マ
ル
）」と

は「
日
が
暮
れ
た
後
、遅
く
ま
で
夜

更
か
し
し
て
友
だ
ち
と
楽
し
く
過

ご
す
」
と
い
う
意
味
の
ア
ラ
ビ
ア
語

だ
そ
う
で
す
。

　
小
野
さ
ん
は
、
大
分
県
出
身
の

38
歳
。地
元
の
高
校
を
卒
業
後
、

愛
知
県
の
大
学
を
経
て
、
福
岡
の

会
社
に
12
年
間
勤
務
さ
れ
て
い
ま

し
た
。就
職
す
る
前
か
ら
、老
後
は

田
舎
で
暮
ら
し
た
い
と
考
え
て
い

た
小
野
さ
ん
。そ
し
て
在
職
10
年

が
過
ぎ
た
頃
「
こ
の
際
早
め
に
田

舎
に
行
こ
う
！
ど
う
せ
な
ら
知
ら

な
い
と
こ
ろ
が
い
い
！
」
と
思
い
立

ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、

鳥
取
県
と
高
知
県
の
情
報
に
接
し
、

こ
の
2
県
に
絞
り
込
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
高
知
県
の
移
住
コ
ン
シェ

ル
ジ
ュに
相
談
。縁
あ
って
、四
万
十

町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
参
加

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
3
年
間
の
活
動
は
「
会
社
で
の

12
年
間
よ
り
も
濃
密
だ
っ
た
」
と

小
野
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

「
会
社
に
い
る
と
、
仕
事
関
係
の
人

と
し
か
出
会
わ
な
い
の
で
、意
外
と

人
間
関
係
が
狭
く
な
り
が
ち
で
す

が
、
こ
こ
に
来
て
接
し
た
人
々
は
、

実
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
し

た
！
」そ
ん
な
小
野
さ
ん
は
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
を
終
え
た

後
も
、こ
の
町
で
、も
っ
と
に
ぎ
わ
い

を
作
り
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
、

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
始
め
ま
し
た
。

　「
S
A
M
A
R
U
」は
、
使
わ
な

く
な
っ
た
元
旅
館
を
利
用
。さ
ら

に
、
改
修
工
事
も
自
分
で
で
き
る

と
こ
ろ
は
自
分
で
や
って
、
で
き
る

限
り
設
備
投
資
を
減
ら
し
ま
し

た
。そ
し
て
、協
力
隊
時
代
に
お
世

話
に
な
っ
た
集
落
名
を
、各
ゲ
ス
ト

ル
ー
ム
に
掲
げ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
、
町
内
に
も
っ
と
た
く
さ

ん
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
で
き
て
、
町

内
全
体
で
連
携
し
な
が
ら
、
四
万

十
町
を
訪
れ
る
お
客
さ
ん
を
迎
え

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

ゆうすけ

小野 雄介さん
（大正）

お　の

こ
の
町
に
も
っ
と
に
ぎ
わ
い
を

　
　
　
　
　
　作
り
出
し
て
い
き
た
い

第23回

第58回

窪川ワイルドボーイズ（四万十町）

オール四万十（四万十町）

高南スポーツ少年団（四万十町）

大月ソフトボール子供会（大月町）

優　勝

準優勝

3位

3位

順  位 チーム名

伊与喜ＪＶＢＣ（黒潮町）

鴨田スポーツ少年団

泉野バレーボールクラブ

優　勝

準優勝

第3位

順  位 チーム名

■高学年の部

春野ジュニアバレーボールクラブ

窪川ＪＶＣ（四万十町）

十市小バレーボールクラブ

（高知市）

（高知市）

（高知市）

（南国市）

優　勝

準優勝

第3位

順 位 チーム名

■低学年の部

伊与喜ＪＶＢＣ

鴨田スポーツ少年団

泉野バレーボールクラブ

フレンズ横浜ＪＶＣ（高知市）

大月ＪＶＣ（大月町）

河村 歩采乃　選手

久保田 小晴　選手

並村 理佳　　選手

下本 菜々美　選手

豊田 梨心　　選手

チーム名 名　　前

■優秀選手賞

　第68回法務省主唱“社会を明るくする運動”の一環で、四万十町社
会を明るくする運動実施委員会と関係団体により、７月22日に四万十町
窪川運動場多目的グラウンドで第 58回高幡子ども会親善ソフトボール大
会が開催されました。
　県下各地域から11チーム（161名）が参加しました。開会式では東又ジュ
ニアーズの宮本羽雲主将の力強い選手宣誓の後、熱戦が繰り広げられ
ました。朝から猛暑となりましたが、選手たちは暑さに負けず一生懸命プ
レーに集中し、汗を流していました。
　決勝戦は町内チーム同士の対戦で、窪川ワイルドボーイズが優勝を勝
ち取りました。

　第68回法務省主唱“社会を明るくする運動”の一環で、四万十町社
会を明るくする運動実施委員会と関係団体により、７月22日に四万十町
窪川運動場多目的グラウンドで第 58回高幡子ども会親善ソフトボール大
会が開催されました。
　県下各地域から11チーム（161名）が参加しました。開会式では東又ジュ
ニアーズの宮本羽雲主将の力強い選手宣誓の後、熱戦が繰り広げられ
ました。朝から猛暑となりましたが、選手たちは暑さに負けず一生懸命プ
レーに集中し、汗を流していました。
　決勝戦は町内チーム同士の対戦で、窪川ワイルドボーイズが優勝を勝
ち取りました。

▲選手宣誓 ▲準優勝　オール四万十

▲優勝 窪川ワイルドボーイズ

は く

※鴨田スポーツ少年団の
久保田小晴選手、大月
ＪＶＣ豊田梨心選手は早
めに帰られました。
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特集
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移住組数

うち県外

相談件数

うち県外

【参考】転入

転出

社会増減

H24 H25 H26 H27 H28 H29 累計

H23

隊員受入者数

うち定住

うち活動中
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９
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９
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39

16

17

H24 H25 H26 H27 H28 H29 累計

転入超過

　四万十町では、人口減少に歯止めをかけるため、平成23年度より移住促進を町の重
要施策として位置付け、さまざまな取り組みを展開してきました。これにより、平成23年
度は７組15名であった移住者数は、平成29年度には125組190名となり、一定の成
果を上げているところです。
　今回は、町が推進する移住定住施策についてご紹介します。
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計

四万十町の移住定住対策

四万十町の移住実績

新しい取り組み

相談・情報提供
●移住相談への対応
　（移住相談員の配置等）

●空き家調査および情報提供
　（町内不動産業者との連携）

お試し滞在施設
●お試し滞在住宅の整備
　（移住お試し用短期滞在施設）

●滞在型市民農園の整備
　（農業体験型短期滞在施設）

移住支援住宅

四万十町東京
オフィスの開設

中間管理住宅

●移住定住希望者用住宅
　（中長期貸付住宅）

移住定住補助制度
●移住定住促進用
　各種補助制度の整備

地域おこし協力隊
●協力隊制度の積極的な活用

短
期
貸
付

長
期
貸
付

☞移住相談実績

☞お試し滞在住宅利用状況など

☞移住状況

☞地域おこし協力隊受入実績　※平成30年７月１日現在

☞空き家情報
平成23年からの６年間で105件登録（町HPによる情報提供）

■移住促進
　・移住促進家賃支援事業補助金…1万5千円×12月
　・空き家活用（改修）補助金………上限326万3千円
　　※住宅耐震改修設計・工事補助金（上限143万9千円）を含む

■お試し滞在住宅
　 対象者：将来移住を検討している方
　 入居期間：１カ月単位（最長３カ月）
　 物件数：３戸（旧町村単位）

■滞在型市民農園
　 入居期間：１年間（最長３年）
　 物件数：滞 在 型　22区画
　　　　  日帰り型　16区画

■移住支援住宅
　 対象者：移住希望者限定
　 入居期間：２年間
　 物件数：５戸

■中間管理住宅
　対象者：移住・定住希望者用
　 入居期間：２年間（更新可）
　 物件数：17件

■協力隊受け入れ実績（平成30年7月１日現在）
　・平成24～30年度の受入者数…  延べ39名（応募者124名）
　・これまでに退任した協力隊員数…  21名
　　　　　    うち、町内在住者数…   16名
　・協力隊着任による人口への影響… ＋54名
　（定住した協力隊16名＋活動中の協力隊17名＋協力隊の家族21名）

■定住促進
　・若者定住支援事業補助金………上限100万円
　・家族支え合い支援事業補助金…上限100万円

■関連メニュー
　・町産材活用利用促進助成事業補助金………上限150万円
　・老朽住宅除却事業補助金 ……………………上限102万8千円
　・浄化槽設置整備事業補助金※上乗せ加算分含む…最大108万8千円
　・就農支援補助金（新規就農/後継者支援/次世代人材投資/壮年就農）

見
て
、
知
っ
て
、
考
え
る
。
四
万
十
町
の
今

H23

相談件数

うち県外

50

40

102

80

134

110

555

263

701

339

195

149

227

173

H24 H25 H26 H27 H28 H29

［ 出典 ］　転入・転出者数 
　H23～24＝住民基本台帳システム、H25以降＝住民基本台帳年報（暦年）
　※1　住民基本台帳年報はH24まで年度集計のためシステムから集計
　※2　H23は外国人登録を除く

四万十町応援店の開拓四万十町応援女子部の創設
四万十町の魅力を発信するインフルエンサー 四万十町の食を応援する

首都圏の関係人口増加を目的とした 四万十町出身者の交流を深める

オフ会イベントの開催SNS・フリーペーパーでの情報発信

　町出身者が四万十町を身近に感じることのできる環境整備として、去る6月
1日、株式会社ぱど社内に「四万十町東京オフィス」を開設しました。
　このオフィスでは、四万十町出身者に対し、町の情報をリアルタイム
で発信することにより、町のさまざまな取り組みを知っていただき、町出身者
が故郷に帰りたいと思う意識を醸成するとともに、町出身者のコミュニティを形
成し、首都圏における四万十町ファンの拡大に努めていきます。
　また、四万十町外商推進の拠点施設として、首都圏のさまざまな店舗な
どに営業活動ができる環境を整備し、四万十町の食材などの販路拡大を
推進していきます。

 〔お問い合わせ先〕   
  にぎわい創出課　☎２２-3281

〜
町
が
進
め
る 

移
住
定
住
施
策
〜来月号では、町内のお年寄りの方にスポットを

当て、元気の源となっている宅老所での活動に
ついて特集します！

利用
件数

移住
実績
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　町内をはじめ全国には、谷干城の功績を称える史跡が残されています。
この特集では、各地にある干城に関する史跡などを紹介し、干城を顕彰していきます。

　干城の高祖父・谷秦山は、「土佐南学中興の祖」として知
られ、彼の教えは後の土佐勤王党の思想基盤にもなりました。
秦山の墓所には「学問成就の神様」として県内外から多くの
受験生が訪れ、絵馬の代
わりに日章旗に合格祈願を
記して参拝します。また、墓
石は質素な自然石が使われ
ています。この秦山の教え
により干城の墓石も自然石
が使われました。

谷秦山墓所〔国指定史跡〕（香美市土佐山田町）
　明治３年創業の得月楼は、宮尾登美子著「陽暉楼」の舞
台にもなった高知を代表する老舗料亭。店名の由来は、明治
11年に西南戦争からの凱旋祝いを兼ねた観月会の席で依頼を
受けた干城が、
　「近水楼台先得月、向陽
花木易為春」（水辺に近
い高閣は先に月を得る、
太陽に向いている花木は
春になりやすい）

の詩から「得月楼」と命名
したそうです。

［ 第２回 ］ 青年時代～幕末（1847～1867）

谷干城
四万十町が生んだ偉人

谷 干 城 の 足 あと

谷干城の生涯 （著 ： 林 一將）

特
集

KANJO  TANI
　この町に来るまで谷干城を全く知らなかった。台地祭と一緒
になって「谷干城まつり」が始まり、初めて谷干城なる人物を
知った。そして干城が窪川の出身であること、西南戦争で西
郷軍を破ったことや鹿鳴館時代に象徴される欧化政策に真っ
向から反対したことなどを知った。

　「谷干城まつり」が始まり、干城を知ってもらうという功績は
確かにあった。ただ、仮装パレードと辻々で行われる講談師の
語りに合せて町の有志が動作するパフォーマンスでは、インパ
クトが弱いという印象を持った。これをミュージカルで、しかも
街頭で行えば、きっと楽しいものになり、もっとお客さんも呼べ
ると思った。仮装パレードはよく聞くが、ミュージカルとなると
例があまりなく、町の独自性も出せる。

　ミュージカルでは、歌える人とバンドが必要になる。幸いこ
の町には女性バンド「シャドー・フィールド」が存在し歌唱力
もある。これに白羽の矢を立て協力をお願いし、快諾をいた
だいた。そして第３回「谷干城まつり」にミュージカルを提案
した。その年は、事業費が減額され従来の演出が困難なため、
ぜひ進めてほしいとなった。それから「谷干城まつり」のメイ
ン事業として街頭ミュージカルが行われることになった。

　ミュージカルの台本を書く
にあたって干城をもっと知る
必要があり、平尾道雄著「子
爵谷干城傳」や嶋岡晨著「反
骨谷干城　明治の人」など
を読んだ。より知ってみると
非常に魅力のある人物であ
ることが分かった。清廉潔白で私利私欲とは無縁の古武士的
人物であり、人民の困苦に目もくれない政府の誤った方針に
は厳しい意見を述べる。それが通らなければ要職を辞したりし
ている（農商務大臣や貴族院予算委員長など）。職を賭して
意見を言う政治家が今いるだろうか。利権渦巻く現在の政界
にこそ求められる政治家である。

今回、谷干城の思いを語っていただくのは、「ファミリークリニック四万十」院長の溝渕先生です。
「谷干城ミュージカル」の生みの親である先生の干城への思いをご覧ください。

谷干城とわたし　溝渕 和久（琴平町）

1
干
城
の
元
服

　
嘉
永
２
年
（
１
８
４
９
）、
干
城
は

13
歳
で
元
服
を
迎
え
、名
前
を「
詩
経
」

の一節
　

　
か
ら
と
り
「
干
城
」
と
改
め
ま
し
た
。

　
元
服
後
も
、
相
変
わ
ら
ず
手
習
い

は
得
意
で
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
弓
、

刀
剣
術
を
日
置
流
、
槍
術
は
新
陰
流

指
南
役
か
ら
伝
授
を
受
け
、
た
く
ま

し
い
武
士
に
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。

2
武
芸
で
の
功
績

　
武
芸
も
上
達
し
、
同
年
で
は
干
城

の
右
に
出
る
も
の
は
い
な
い
と
言
わ
れ

た
そ
う
で
す
。
15
歳
の
時
、
土
佐
に
招

か
れ
た
江
戸一刀
流
の
剣
客
「
石
山
孫

六
」
と
の
御
前
試
合
の
相
手
に
抜
擢
さ

れ
ま
し
た
。試
合
に
は
負
け
ま
し
た
が
、

「
少
年
の
太
刀
と
し
て
は
見
事
な
も
の
」

と
称
賛
さ
れ
、武
芸
の
功
に
よ
り
藩
主
・

豊
信
公
（
容
堂
）
か
ら
拝
謁
を
許
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
い
に
気
を
よ

く
し
て
次
代
を
見
越
し
、
砲
術
の
修

学
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。

3
学
問
へ
の
目
覚
め

　
18
歳
の
時
「
安
政
の
大
地
震
」
で

被
災
し
た
干
城
は
、
藩
が
用
意
し
た

仮
小
屋
に
収
容
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

自
分
よ
り
年
少
の
者
が
行
燈
の
下
で
学

問
に
励
む
姿
を
見
て
、
自
身
の
怠
慢
を

大
い
に
恥
じ
、
以
後
勉
学
に
励
み
ま
し

た
。

　
そ
の
勤
勉
ぶ
り
が
評
判
と
な
り
、
20

歳
で
藩
費
に
よ
る
１
年
間
の
江
戸
学
問

修
行
に
抜
擢
さ
れ
ま
し
た
。
い
っ
た
ん

帰
国
後
、
学
資
を
借
り
23
歳
で
再
び

江
戸
へ
出
て
、
後
に
師
と
仰
ぐ
「
安
井

息
軒
」
に
学
び
ま
し
た
。
こ
の
修
行
で

干
城
は
人
間
と
し
て
大
き
く
成
長
し
、

「
桜
田
門
外
の
変
」
を
見
た
こ
と
で
、

学
問一途
で
あ
っ
た
干
城
が
日
本
の
動
き

に
も
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

4
く
ま
子
と
の
結
婚

　
文
久
２
年
（
１
８
６
２
）
江
戸
か
ら

帰
国
し
た
干
城
は
、
父
・
景
井
が
勧

め
る
国
沢
七
郎
右
衛
門
の
娘
「
く
ま

子
」
と
結
婚
し
ま
し
た
。
く
ま
子
と

は
面
識
が
な
い
ま
ま
父
を
信
じ
て
承
諾

し
、
結
婚
式
を
迎
え
た
そ
う
で
す
。

以
後
、
く
ま
子
は
干
城
の
相
談
相
手

で
あ
り
、
夫
を
よ
く
理
解
す
る
妻
で
あ

り
、
同
志
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

5
攘
夷
か
ら
討
幕
へ

　
干
城
の
志
士
と
し
て
の
活
動
は
、
当

初
、
文
久
元
年
（
１
８
６
１
）、
武
市

半
平
太
と
の
会
見
で
尊
王
攘
夷
運
動

に
傾
倒
し
、
攘
夷
実
現
に
向
け
藩
政
に

関
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
30
歳
の
時

の
長
崎
視
察
で
坂
本
龍
馬
・
後
藤
象

二
郎
ら
と
交
わ
り
、
危
機
の
本
質
が
幕

府
で
あ
る
と
悟
り
、
目
標
を
討
幕
へ
転

換
し
ま
し
た
。

　
慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
５
月
、
中

岡
慎
太
郎
の
仲
介
に
よ
り
乾
（
板
垣
）

退
助
と
と
も
に
薩
摩
の
西
郷
隆
盛
ら
と

討
幕
の
た
め
の「
薩
土
密
約
」を
結
び
、

大
政
奉
還
、
戊
辰
戦
争
、
明
治
維
新

と
激
動
の
時
代
を
迎
え
ま
す
。  

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
つ
づ
く
）

若き頃の「干城」

干城を支えた
「くま子夫人」

干城に影響を与えた
「坂本龍馬」「中岡慎太郎」
（国立国会図書館）

青年・干城

　平成30年（2018年）は、明治維新（1868年）から150年目にあたります。
　四万十町通信では、幕末の志士・明治の元勲「谷干城」の生涯や史跡などを 8 月から 4 回
にわたり紹介しています。今回の「谷干城の生涯」では、窪川から高知城下へ移った後の干
城の活躍を紹介します。

たにかんじょう

秦山墓所と合格祈願の日章旗干城が命名した「得月楼」

得月楼（高知市南はりまや町）
とく げつ ろう

溝渕先生が参考にした干城の本

「谷干城ミュージカル」の様子

高知市

香美市

は
い 

え
つ

あ
ん 

ど
ん

赳
赳
武
夫
公
侯
干
城

き
ゅ
う
き
ゅ
う
た
る
も
の
の
ふ
は
こ
う
こ
う
の
か
ん
じ
ょ
う

　（
猛
々
し
い
武
夫
は
公
侯
の
干
と
な
り

　  

城
と
な
って
国
家
を
護
る
）

干城は二人が襲われた近江屋へ
真っ先に駆けつけ、生涯をかけて
犯人を追ったそうです。
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informationお知らせ

　浄
化
槽
は
正
し
い
使
い
方
と
適
正
な

維
持
管
理
が
な
さ
れ
な
い
と
本
来
の
浄

化
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　浄
化
槽
の
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定

検
査
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
、
美
し
い
自

然
を
み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◉
保
守
点
検
は
、
定
期
的
に
行
う
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
専
門

知
識
を
持
つ
資
格
の
あ
る
業
者
に
委

託
し
ま
し
ょ
う
。

◉
清
掃
は
、
年
1
回
以
上
の
実
施
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
の
許
可

を
受
け
た
業
者
に
依
頼
し
ま
し
ょ

う
。

◉
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
の
機
能
が
十

分
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

大
変
重
要
な
検
査
で
す
。
年
1
回
必

ず
指
定
検
査
機
関
で
受
け
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

〔
指
定
検
査
機
関
〕

　高
知
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー

　☎
0
8
8-

8
6
0-

2
4
0
0

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

　環
境
水
道
課

　
　
　
　

  

　☎
2
2-

3
1
1
9

10
月
１
日
は
浄
化
槽
の
日

の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
追
納
の
お
申
込
み
、
ま
た
は
ご
相
談

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
近
く
の
年
金

事
務
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶

予
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る

場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
方
と
比

べ
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
取
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
免
除
な
ど
を
受
け
た
期
間

の
保
険
料
に
つ
い
て
後
か
ら
納
付
す
る

こ
と
で
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
「
追
納
」
と
い
う
制
度
が
あ

る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
追
納
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
年
金
額

が
増
え
る
と
と
も
に
、
支
払
っ
た
保
険

料
は
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
所
得
税
や

住
民
税
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
料
は
過
去
10
年
ま
で
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
付
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
免

除
な
ど
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降

に
追
納
す
る
場
合
は
一
定
の
加
算
額
が

上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
早
目

　
９
月
は
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
月
で
す
。
１
歳
か
ら
就
学
前
の
対

象
の
方
に
更
新
申
請
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
期
限
内
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
提
出
期
限
】

　
９
月
28
日
（
金
）

【
必
要
な
物
】

　
■
お
子
様
の
健
康
保
険
証

　
■
印
鑑

『
国
民
年
金
保
険
料
』の

免
除
期
間
・
納
付
猶
予

期
間
が
あ
る
方
へ

乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証

の
更
新
に
つ
い
て

次
回
年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕 

高
知
西
年
金
事
務
所

　

 

☎
0
8
8-

8
7
5

-

1
7
1
7

町
民
課

　
　
　☎
2
2-

3
1
1
7

　
　

大
正

　町
民
生
活
課

　
　
　
　
　
　☎
2
7-

0
1
1
2

十
和

　町
民
生
活
課

　
　
　
　
　
　☎
2
8-

5
1
1
2

〔
提
出
・お
問
い
合
わ
せ
先
〕 

町
民
課

　
　☎
2
2-

3
1
1
7

　
　

大
正

　町
民
生
活
課

　
　
　
　
　☎
2
7-

0
1
1
2

十
和

　町
民
生
活
課

　
　
　
　
　☎
2
8-

5
1
1
2

12
月
５
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

役
場
西
庁
舎
　
１
階
会
議
室

※
年
金
事
務
所
へ
予
約
が
必
要
で
す

町
民
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

　７月22日、第２回育成事業「ハーバリウム＆スノードーム作り」に町内の小・中学生 69
名とその保護者33名が参加しました。
　今回の育成事業は、毎年恒例の夏休み工作教室の一環で開催。教育研究所の佐竹
晋一さんが講師を務め、最近注目されているハーバリウムとスノードームを作りました。

　ハーバリウムは、試験管の中に小さく切った
造花の花や茎を入れ、液体のりを流し込んで
作りました。また、スノードームは、試験管の
中にクリスマスツリー装飾モールのフリンジ部
分を切り、雪に見立て、薄めたグリセリンを
流し込んで完成させます。各自が思いおもいにオリジナルの作品を作り、参
加者同士でお互いの作品を確認し合っていました。

topics&reportまちの話題

「ハーバリウム＆スノ―ドーム作り」
四万十町青少年育成町民会議

平成30年度 第２回四万十うまいもん体験団

びわこオープン全国ジュニアソフトボール大会　優勝！！

　７月２２日、JA四万十主催、町共催で第２回目の農業体験イベントが開催さ
れました。
　町外から約５０名の方が参加され、５月に植えたサツマイモや生姜、仁井田
米の生育状況を確認した後、三堰キャンプ場にて四万十川の生き物調査を行
いました。子どもたちにとって初めて見る生き物もいて、歓声が上がっていました。
　昼食は流しそうめんとバーベキューを行い、笑い声があふれる楽しい食事の
時間となりました。次回は、サツマイモ・生姜・仁井田米の収穫体験を行う予
定です。

　７月２２日、JA四万十主催、町共催で第２回目の農業体験イベントが開催さ
れました。
　町外から約５０名の方が参加され、５月に植えたサツマイモや生姜、仁井田
米の生育状況を確認した後、三堰キャンプ場にて四万十川の生き物調査を行
いました。子どもたちにとって初めて見る生き物もいて、歓声が上がっていました。
　昼食は流しそうめんとバーベキューを行い、笑い声があふれる楽しい食事の
時間となりました。次回は、サツマイモ・生姜・仁井田米の収穫体験を行う予
定です。

　８月12日　日本小学生ソフトボール連盟の主催で行われ
た「びわこオープン全国ジュニアソフトボール大会」で高
知県選抜チームＡＬＬ ＫＯＣＨＩチームが優勝しました。
　ＡＬＬ KOCHI チームの登録選手として、本大会に四万
十町から「窪川小：谷渕陽仁さん・谷渕瑛仁さん・谷渕
礼生さん・今村祐斗さん・谷渕さくらこさん、十川小：芝
海斗さん、仁井田小：窪田瑛さん」が参加しました。

　８月12日　日本小学生ソフトボール連盟の主催で行われ
た「びわこオープン全国ジュニアソフトボール大会」で高
知県選抜チームＡＬＬ ＫＯＣＨＩチームが優勝しました。
　ＡＬＬ KOCHI チームの登録選手として、本大会に四万
十町から「窪川小：谷渕陽仁さん・谷渕瑛仁さん・谷渕
礼生さん・今村祐斗さん・谷渕さくらこさん、十川小：芝
海斗さん、仁井田小：窪田瑛さん」が参加しました。

第２回育成事業

中原ソフトボールスポーツ少年団

本郷少年ソフトボールクラブ

大阪松原

２ ー ０

８ ー ７

４ ー ０

第一試合

準 決 勝

決 勝 戦

ALL　KOCHI

ALL　KOCHI

ALL　KOCHI

■決勝
　トーナメント
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・いつもより少し速度を上げて歩く
・いつもより歩幅を10㎝プラスして歩く

2,000歩
4,000歩

5,000歩

7,000歩
7,500歩
8,000歩
9,000歩
10,000歩
12,000歩

0分
5分

7.5分

15分
17.5分
20分
25分
30分
40分

●ねたきり
●うつ病
●要支援・要介護　●認知症（血管性認知症、アルツハイマー病）　●心疾患（狭心症、心筋梗塞）
●脳卒中（脳梗塞、脳出血、くも膜下出血）
●がん（結腸がん、直腸がん、肺がん、乳がん、子宮内膜がん）　●動脈硬化　●骨粗しょう症　●骨折
●筋減少症　●体力の低下（特に75歳以上の下肢筋力や歩行速度）
●高血圧　●糖尿病　●脂質異常症　●メタボリック・シンドローム（75歳以上の場合）
●高血圧（正常高値血圧）　●高血糖
●メタボリック・シンドローム（75歳未満の場合）
●肥満

歩　数 速歩き時間 予防できる病気・病態

速歩きのポイント

健 康 し お りの

はじめよう
健康長寿 ウォーキング！
～1日8000歩・速歩き20分健康法～

　人が病気になる主な原因は何か？どのような生活をすれば、健康
を維持できるのか？
　そんな疑問に答えを見つけるため、東京都健康長寿医療センター
青栁幸利教授が行った研究「中之条研究」の結論は、『１日に8000
歩歩き、そのうち20分は中強度の運動を行う』ことで生活習慣病な
どが予防できるというシンプルなものでした。病気を予防したい方
をはじめ、運動したいけれど、何をすればいいのかわからない方に
もお勧めします。ぜひ、あなたの生活に取り入れてみてください。

中強度の運動とは？

  〔お問い合わせ先〕 
　健康福祉課　☎22-3115

１日の身体活動と予防できる病気

　最大の運動量の半分＝なんとか会話ができる程度の運動です。
　歌はうたえないけれど、人と会話ができる程度の速歩きと考えると
わかりやすいでしょう。（例：速歩き・やや重い家事・山歩きなど）
★年齢や体力などの個人差により、中等度の運動内容は異なるので、
自分にちょうどいい強度を把握しておきましょう。

★筋トレのように体の一部に負担をかけるものよりも、「全身を動か
すこと」を心掛けて実行するのが効果的です。

～安全に、長く続けるために～まずは、あなたの
生活にひと工夫

●普段の掃除に拭き掃除を加える
●地域の活動、サークルに参加する
●旅行や買い物に出かける
●電話で済まさずに会いに行く
●階段を使う
●近距離は車を使わず歩く　など

●急激に運動量を増やさない
　現在運動量の少ない方は、急激に運動量を増やすと体の負担になり、
危険です。まずは家に引き込もらないことを目標にしましょう。

●運動が効果的な時間帯
　運動は、１日の中で体温がピークを迎える夕方にするのが効果的です。

●毎日ではなく、平均でいい
　毎日「8000歩・20分」を達成するのは難しいかもしれないので、
１週間、１か月、１年の平均で考えましょう。
　平日忙しい方は週末に多めに歩く、天気のいい日に多めに歩くように
するなど工夫しましよう。

  〔お問い合わせ先〕  がん検診、特定健診、後期高齢者健診の申し込みは　健康福祉課　☎22-3115  
　　　　　　　　　がん検診に関してのお問い合わせは　健康福祉課　☎22-3115　
　　　　　　　　　特定健診、後期高齢者健診に関してのお問い合わせは　町民課　☎22-3117

がん検診・特定健診・後期高齢者健診のお知らせ
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健康広場 健康広場

月　日 事　業　名 場　所 時間（受付時間）

９
月

25日（火）結核・肺がん検診【ひろい】 巡回（大正地区） ９：00 ～ 11：00
（対象者・希望者に個別通知）

26日（水）結核・肺がん検診【ひろい】 巡回（十和地区） ９：00 ～ 11：50
（対象者・希望者に個別通知）

10
月

３日（水）子宮頸がん・乳がん検診 大正健康管理センター 9：00 ～ 11：30
13：30 ～ 16：00

４日（木）子宮頸がん・乳がん検診
下津井体育館 ９：00 ～ 10：30
立西町民会館 13：30 ～ 15：00

５日（金）子宮頸がん・乳がん検診
十和体育館 ９：00 ～ 10：00
七里集会所（旧 JA 松葉川支所） 13：30 ～ 15：00

10日（水）子宮頸がん・乳がん検診
仁井田町民会館 ９：00 ～ 10：30
影野町民会館 13：30 ～ 15：00

25日（木）子宮頸がん・乳がん検診
四万十町役場　東庁舎 ９：00 ～ 10：30
東又基幹集落センター 13：00 ～ 14：30

26日（金）子宮頸がん・乳がん検診
東又基幹集落センター ９：00 ～ 10：30
四万十町役場　東庁舎 13：00 ～ 14：30

27日（土）特定健診・後期高齢者健診
大正健康管理センター ８：30 ～ 10：00
十和地域振興局 13：00 ～ 14：30

29日（月）
子宮頸がん・乳がん検診 四万十町役場　東庁舎

９：00 ～ 10：30
30日（火） 13：00 ～ 14：30



informationお知らせ

 今年も募集がスタート！

第33回高知県地場産業大賞

　高知県内で製造または加工された優れた地場産品（おおむね過去２年以
内に製品化されたもの）、地場産業に貢献のあった活動を募集します。
　応募の中から、地場産業大賞はじめ、産業振興計画賞、地場産業賞、地
場産業奨励賞、高校生を対象とした高知県次世代賞の各賞を決定します。

工　事　名　等 工事場所等 落札業者名 契約金額（円） 工    期
３６,４７０,５２０
７８,８４０,０００
１０,６７０,４００
１７,５１７,６００
６,２７４,８００
３１,４８２,０００
２３,１６６,０００
１０,８００,０００
１１,３４０,０００
４,４６０,４００

７／19 ～10／31
７／19 ～３／15
７／19 ～９／30
８／ ２ ～１／31
８／ ２～11／30
８／ ２ ～１／31
８／ ２ ～１／31
８／ ２～12／28
８／ ２～12／28
８／ ２～11／30

北琴平町
寺野・檜生原
興　津
久保川
久保川
十　川
十　川
四万十町
四万十町
西川角

㈱生田組
南海測量設計㈱
㈲松井建築
㈲国沢組
㈲十和建設
㈲土居電気工事
㈲松元建設

㈲高南技術コンサルタント
応用地質㈱
㈲谷脇興業

平成30年度　入　札　結　果　（平成30年7月１日～7月31日）　　

※この入札結果は、予定価格250万円以上の工事・委託業務についてのみ公表しています。
　契約金額は、消費税込みの金額。 〔お問い合わせ先〕 総務課　☎22-3111

平成 30年度　旧ビジネスホテル幸　解体撤去工事
平成 30年度　国土調査法に基づく地籍測量
平成 30年度　興津中学校屋内運動場　解体工事
平成 30年度（局保）十川簡水　第 1号　十川簡易水道統合整備事業　半家滝工区配管工事
平成 30年度（局保）十川簡水　第 2号　十川簡易水道統合整備事業　久保川工区配管工事
平成 30年度（局保）十川簡水　第 3号　十川簡易水道統合整備事業　駄場崎橋工区配管工事
平成 30年度（局保）十川簡水　第 4号　十川簡易水道統合整備事業　十川工区配管工事
平成 30年度　農地金　第 1号　四万十町林道橋　定期点検委託業務
平成 30年度　農地金　第 2号　四万十町林道トンネル　定期点検委託業務
平成 30年度　災害　第 1-20 号　西川角地区　がけくずれ住家防災対策工事

企画課からのお知らせ

2018年漁業センサスにご協力をお願いします2018年漁業センサスにご協力をお願いします

平成30年 住宅・土地統計調査についてのお願い平成30年 住宅・土地統計調査についてのお願い

　平成30年11月１日現在（流通加工調査は平成31年１月１日現在）で
｢2018年漁業センサス｣を実施します。
　「漁業センサス」は、我が国の漁業生産構造、就業構造を明らかにする
とともに、漁村、水産物流通・加工業などの漁業をとりまく実態と変化
を総合的に把握することを目的に、統計法に基づいて5年ごとに行う大
規模な調査です。
　漁業の現状を知り将来を考えるための大切な調査です。ご協力をお願
いします。

　10月１日、全国で住宅・土地統計調査が行われます。この調査は住生
活関連諸施策の基礎資料を得ることを目的としており、窪川29地区、大正
12地区、十和9地区が対象となっています。調査対象となった世帯には、
調査員がお伺いしますので、調査票への記入をお願いします。

高知家手帳 予約受付中！！（お申し込みはお早めに）
◎ただいま、来年の高知家手帳（2019年版）購入予約申し込みを受け付けています。
◎暮らしやビジネスに、ぜひご活用ください。

内　　容　 行政区画図、ダイアリー（行事予定表・日記）、
　　　　　 資料（県内主要統計表・官庁関係資料・暮らしの各種資料）
価　　格　 ポケット版（9×14.5cm）…500円
　　　　　 デスク版（13× 21cm）……750円
申 込 先　 四万十町役場　企画課
　　　　　 ☎22-3124（福留・谷）　

全国からみた高知県のすがた、市町村要覧、高知県組織機構一覧、
中央主要官庁など、家庭の儀式 一口辞典、書簡用語、印紙税額
一覧表、災害伝言サービス、救急告示病院･診療所一覧 など

カバーの色：
ナイルグリーン

月間行事予定表

週間行事予定表

〈申込期限〉
平成30年

9月20日（木）

2019

今回から
インターネットによる
回答ができるように
なりました

 〔お問い合わせ先〕   企画課　☎２２-３１２４

 〔お問い合わせ先〕   
  企画課　☎２２-３１２４

〔お申し込み・お問い合わせ先〕 
 〒781-5101 高知市布師田3992－2　(公財)高知県産業振興センター
 ☎088-845-6600　　　　088-846-2556　  　　　kigyousinkou@joho-kochi.or.jp

募集期間

申請用紙

９月１日(土)～10月31日（水）
高校生対象の「次世代賞」は９月１日(土)～12月15日(土)まで

高知県産業振興センターホームページからダウンロード可

皆さまのご応募を
お待ちしております

FAX E-mail

［広告］

四万十町広報に
掲載する広告
を募集しています！

◎広告の位置
◎掲 載 枠
◎掲載料金

…表紙、裏表紙を除く各紙面の一部とする。

◎広告の範囲、広告の禁止表現などは四万十町広報広告掲載の取り扱いに関する要綱のとおり。

…A４版白黒１ページの４分の１の範囲とする。（縦5.5㎝×横19㎝）

町内に事業所等を有するもの 備　考
１カ月
６カ月
１2カ月

15,000円
85,500円
162,000円

5％割引
10％割引

◎申請期間 …掲載したい月の前月の10日までに申請すること
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お別れのご挨拶

着任のご挨拶

　皆さま、hello! 今日は私からの別れの
挨拶になりました。３年間は早いですね！
はじめて四万十町に配属された時、こんなに高知県と四
万十町が好きになるなんて想像もできませんでした。四
万十町はまるで私の第二のふるさとになった気がします。
この問題だらけの外国人を受け入れてくれて本当にあり
がとうございます。ここの素敵な景色と皆さまの素晴ら
しい笑顔を絶対に忘れません。また、会いましょう！

　皆さんこんにちは。2015年10月から約３年間お世話
になりました。アメリカに帰ったら、大学院に行く予定です。四万十
町が大好きです。ここで過ごした時間を絶対に忘れません。ありがと
うございました。Thank you very much!

　皆さんこんにちは。去年の７月から１年間お世話に
なりました。四万十町で英語を教えるのが大好きでした。ありがとう
ございました。Thank you very much!!!

　はじめまして。私は、アレリア・明
（メイ）・アマラルと申します。窪川の役場でCIR（国際
交流員）として働いています。出身はアメリカのカルフォ
ルニア州です。英語はもちろん、ドイツ語や日本語も好
きなので、四万十町で見かけたらご遠慮なく話しかけて
くださいね。これから四万十町での生活を楽しみにして
おります。よろしくお願いいたします。

　皆さんこんにちは。初めまして、私はコンスタンス
・ジャッドと申します。アメリカのイリノイ州のシカゴ
から来ました。４年間、アイオワ大学で日本語とコミュニケーション
学を勉強しました。今、私は窪川地区のALTとして働いています。自
由な時間、私は日本の平安文学を勉強するのが好きです。よろしくお
願いします。

　Hello!　私の名前はレイチェルです。窪川の新しい
ALTの一人です。アメリカから来ました。大学で社会学と政治学を勉強
しました。犬とバレーボールとサッカーをすることが大好きです。
　初めての来日で、この国を探索し日本の文化をもっと知ることも、
四万十町で活躍することも楽しみにしています。よろしくお願いします。

　私は、ケリー・リー・ピューです。アメリカの
ウェストバージニア州から来ました。今まで３年間トンガ
王国で英語を教えました。料理、ハイキング、サイクリング、踊るこ
とが好きです。日本語がわかりませんが、頑張って勉強したいと思い
ます。よろしくお願いします。

　四万十町の皆さま、こんにちは！私は
ツェツェン・アヌーラドと申します。モン
ゴルの首都、ウランバートルに生まれて、３歳から９歳
まで島根県の出雲市に住んでいました。四万十町に来る
前まではアメリカのカリフォルニア州で家族と一緒に住
んでいました。今は大正の役場で働いています。趣味と
して写真をよく撮っています。あと、サッカーとコーヒー
が大好きなので四万十町にいる間、サッカーをしたり、
色んなカフェに行ってみたいと思っています。どうぞよ
ろしくお願いします。

【退職】(窪川勤務 )
サラ・ヘレン・ワラス

【新規】(窪川勤務 )
アレリア・メイ・アマラル

【新規】(窪川勤務 )
コンスタンス・ローレン・ジャッド

【新規】(窪川勤務 )
レイチェル・エリザベス・シルヴァ

【退職】(窪川勤務 )  シェリー・ソウクティア
●国際交流員（CIR）

●国際交流員（CIR）

●外国語指導助手（ALT）

【退職】(窪川勤務 )
ブリトニー・ジョイ・パークス

●外国語指導助手（ALT）

●外国語指導助手（ALT）

【新規】(窪川勤務 ) ケリー・リー・ピュー
●外国語指導助手（ALT）

【新規】(大正勤務 )
ツェツェン・アヌーラド

●外国語指導助手（ALT）

●外国語指導助手（ALT）

CIR&ALT 着任・退任の挨拶CIR&ALT 着任・退任の挨拶
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指
定
管
理
者
制
度
は
、
町
が

設
置
し
た
公
の
施
設
に
つ
い
て
、

民
間
事
業
所
な
ど
が
有
す
る
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

■
指
定
期
間

　
平
成
31
年
４
月
１
日
～

　
平
成
36
年
３
月
31
日

■
施
設
名
／
四
万
十
町
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
「
ウ
エ
ル
花
夢
」

■
所
在
地
／
四
万
十
町
江
師

５
４
６
番
地
周
辺
一
帯

■
提
出
書
類

①
申
請
書
類　

指
定
管
理
者
指

定
申
請
書
お
よ
び
関
係
書
類

②
提
出
部
数　

正
本
１
部
、
写

し
１
部

■
提
出
先
／
大
正
地
域
振
興
局　

地
域
振
興
課

■
提
出
期
限

　
10
月
12
日
（
金
）

　
午
後
５
時
15
分
必
着

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

大
正
地
域
振
興
課　

　
　
　
　
　

☎
２
７-

０
１
１
１

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
町
が

設
置
し
た
公
の
施
設
に
つ
い
て
、

民
間
事
業
所
な
ど
が
有
す
る
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

■
指
定
期
間
／
平
成
31
年
４
月

１
日
～
平
成
34
年
３
月
31
日

■
施
設
名
／
四
万
十
町
昭
和
ふ

る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー

■
所
在
地
／
四
万
十
町
昭
和

６
６
９
番
地
２
周
辺
一
帯

■
提
出
書
類

①
申
請
書
類　
指
定
管
理
者
指
定

申
請
書
お
よ
び
関
係
書
類

②
提
出
部
数　

正
本
１
部
、
写

し
１
部

■
提
出
先
／
十
和
地
域
振
興
局　

地
域
振
興
課

■
提
出
期
限

　
10
月
12
日
（
金
）

　
午
後
５
時
15
分
必
着

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

十
和
地
域
振
興
課

　
　
　
　
　
☎
２
８-

５
１
１
１

■
募
集
戸
数
／
４
戸

■
募
集
住
宅
／
大
正
城
山
ハ
イ

ツ
、
コ
ー
ポ
し
ま
ん
と
１
号

棟
、
大
奈
路
団
地
、
久
保
川

団
地

■
申
込
受
付
期
限

　
９
月
28
日
（
金
）
必
着

■
必
要
書
類
／
入
居
申
込
書
・

住
民
票
・
完
納
証
明
・
所
得

を
証
明
す
る
書
類
な
ど

■
そ
の
他
／
①
申
し
込
み
は
１

回
の
募
集
に
お
い
て
１
世
帯

に
つ
き
１
通
に
限
り
ま
す
。

②
入
居
資
格
、
申
込
方
法
な

ど
に
つ
い
て
は
建
設
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
書
配
布
場
所

　

建
設
課
、
大
正
・
十
和
地
域

振
興
局
、
興
津
出
張
所

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課　

☎
２
２-

３
１
２
０

　

町
で
は
、
水
道
事
業
の
健
全

な
経
営
を
行
う
た
め
、
水
道
料
金

の
改
定
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ

ん
や
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る

方
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
く
、

「
四
万
十
町
水
道
料
金
適
正
化
検

討
委
員
会
」
の
公
募
委
員
を
募
集

し
ま
す
。
水
道
料
金
適
正
化
検
討

委
員
会
で
は
、
専
門
家
な
ど
他
の

委
員
と
と
も
に
、
町
水
道
事
業
の

使
用
料
金
な
ど
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　
次
の
条
件
を
満
た
す
方

①
町
水
道
事
業
給
水
区
域
に
在

住
す
る
20
歳
以
上
の
方

②
町
水
道
事
業
の
経
営
に
関
心

が
あ
る
方

③
年
３
回
程
度
平
日
に
開
催
さ

れ
る
会
議
に
出
席
で
き
る
方

■
募
集
人
員
／
２
人

■
応
募
期
限

　
10
月
12
日
（
金
）

　

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印

有
効

■
応
募
方
法
／
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
載
し
、
持
参
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
環
境
水
道
課
、

大
正
お
よ
び
十
和
地
域
振
興

局
に
あ
り
ま
す
。（
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
水
道
課

　
　
　
　
　

☎
２
２-

３
１
１
９

　

現
在
営
業
休
止
と
な
っ
て
い

る
、
道
の
駅
あ
ぐ
り
窪
川
内

の
製
造
直
売
施
設
「
農
カ
フ
ェ

４
０
０
１
０
」
の
利
用
者
を
募

集
し
ま
す
。

　

現
地
の
下
見
も
で
き
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
あ
ぐ
り
窪
川
に
設

置
し
て
い
ま
す
。（
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）

■
家
賃
／
月
額
６
万
円
（
水
道

光
熱
費
は
含
ま
ず
）

■
営
業
時
間

　
午
前
８
時
か
ら
午
後
７
時
の
間

■
定
休
日
／
原
則
、
道
の
駅
あ
ぐ

り
窪
川
の
営
業
日
に
準
ず
る
。

■
期
間
／
原
則
１
年
間
（
双
方

異
議
な
け
れ
ば
自
動
更
新
）

■
条
件

〇
開
業
時
点
で
、
四
万
十
町
に

住
民
登
録
が
あ
る
こ
と
。

〇
四
万
十
町
産
品
を
活
用
し
た

食
料
品
の
販
売
に
限
る
。

〇
そ
の
場
で
飲
用
で
き
る
ア
ル

コ
ー
ル
販
売
は
禁
止
。

〇
営
業
許
可
な
ど
は
出
店
者
自

身
で
取
得
す
る
こ
と
。

〇
選
定
さ
れ
た
方
は
、（
株
）
あ

ぐ
り
窪
川
と
賃
貸
借
契
約
を

締
結
す
る
。

■
応
募
締
切
／
10
月
31
日
（
水
）

午
後
５
時
必
着

■
お
問
い
合
わ
せ
先
・
応
募
先

　
株
式
会
社
あ
ぐ
り
窪
川

　
（
四
万
十
町
平
串
２
８
４-

１
）

　
　
　
　
　

 

☎
２
２-

８
８
４
８

四
万
十
町
水
道
料
金

適
正
化
検
討
委
員
会
の

委
員
を
公
募
し
ま
す

あ
ぐ
り
窪
川

農
カ
フ
ェ
利
用
者
募
集

 

募
　
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

四
万
十
町
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場「
ウ
エ
ル
花
夢
」

の
指
定
管
理
者
募
集

四
万
十
町
昭
和
ふ
る

さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
募
集
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者
手
帳
（
１
級
・
２
級
）、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
、
長
寿
手
帳
に
類

す
る
も
の

　

運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど

を
提
示
す
る
65
歳
以
上
の
方

は
無
料
。

■
開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午

後
５
時
30
分　

日
曜
は
午
後

４
時
30
分
ま
で

　
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

■
休
館
日
／
月
曜
日
・
祝
日

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

四
万
十
町
立
美
術
館

　
　
　
　
　

☎
２
２-

５
０
０
０

　

第
24
回
四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ

マ
ラ
ソ
ン
の
ゲ
ス
ト
岩
崎
恭
子

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
水
泳
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
バ
ル
セ
ロ
ナ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
泳
金
メ
ダ
リ

ス
ト
か
ら
、
水
泳
の
楽
し
さ
や

泳
ぎ
方
の
基
礎
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

■
日
時
／
10
月
20
日(

土)

　
午
後
２
時
～
午
後
３
時

■
会
場

　
四
万
十
市
立
温
水
プ
ー
ル

■
対
象
者
／
25
ｍ
以
上
泳
げ
る

小
学
３
～
６
年
生

※
四
万
十
市
・
四
万
十
町
在
住

の
方

■
定
員
／
50
名
（
先
着
順
）

■
参
加
料
／
無
料

■
募
集
期
間
／
９
月
18
日
（
火
）

～
９
月
28
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
平
日
の
み
受
け
付
け
）

■
主
催

　

四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ

ン
実
行
委
員
会

■
そ
の
他

　

教
室
中
の
事
故
な
ど
に
つ
い

て
は
、
主
催
者
で
か
け
る
傷

害
保
険
の
範
囲
内
で
対
応
し

ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

四
万
十
市
立
市
民
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
（
四
万
十
市
安
並

４
２
３
１
）

　
四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ

ン
実
行
委
員
会

  

☎
０
８
８
０-

３
４-

０
６
０
５

※
保
護
者
ま
た
は
本
人
の
申
し

込
み
に
限
り
ま
す
。

　
梼
原
町
の
山
で
自
然
を
楽
し
み

な
が
ら
紙か
み

漉す

き
体
験
と
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
で
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
10
月
14
日
（
日
）
午

前
11
時
～
午
後
3
時
10
分
（
受

付 

午
前
10
時
30
分
～
）

■
会
場
／
越お

知ち

面め
ん　
遊ゆ
う
友ゆ
う
館か
ん

　

高
岡
郡
梼
原
町
田
野
々

１
２
８
５

■
参
加
対
象
／
25
歳
以
上
40
歳

以
下
の
独
身
男
女

　
男
性　
高
幡
地
域
関
係
者
（
在

住
者
・
出
身
者
・
高
幡
地
域

が
勤
務
地
な
ど
）

　

女
性　

高
知
県
在
住
の
方
、

将
来
的
に
高
知
県
へ
移
住
希

望
の
方
な
ど

■
定
員
／
男
性
20
名
、
女
性
20

名
、
合
計
40
名

■
参
加
費
／
男
女
と
も
３
千
５
百

円
（
前
払
い
／
飲
食
・
体
験

料
含
む
）

■
お
申
し
込
み
／ 

W
E
B
「
高

知
で
恋
し
よ
‼
応
援
サ
イ
ト
」

か
ら
９
月
20
日
（
木
）
締
切

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
幡
婚
活
パ
ー
テ
ィ
開
催
事

務
局

☎
０
８
８-

８
５
６-

６
２
８
０

（
受
付
時
間　

午
前
10
時
～
午

後
５
時
30
分
）
平
日
の
み

　

あ
ぐ
り
窪
川
で
グ
ル
メ
屋
台

の
出
店
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
７
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■
場
所
／
道
の
駅
あ
ぐ
り
窪
川

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

道
の
駅
あ
ぐ
り
窪
川

　
　
　
　
　

☎
２
２-

８
８
４
８

　

町
内
外
の
作
家
さ
ん
が
一
つ

一
つ
手
作
り
を
し
た
作
品
や
食

べ
物
66
店
舗
が
並
び
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
７
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■
場
所
／
四
万
十
緑
林
公
園

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

L
I
F
E

☎
０
８
０-

５
６
６
３-
０
８
０
６

　

４
０
０
年
以
上
の
歴
史
あ
る

伝
統
の
祭
り
。

■
日
時
／
10
月
15
日
（
月
）

　
正
午
〜
午
後
３
時　

■
場
所
／
興
津
八
幡
宮
～
小
室

の
浜

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

四
万
十
町
観
光
協
会

　
　
　
　
　

☎
２
９-

６
０
０
４

　

四
万
十
町
文
化
協
会
で
は
、

11
月
9
日
～
15
日
の
期
間
に
、

第
55
回
高
南
台
地
総
合
美
術
展

覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
展
覧
会
に
出
展
さ
れ
る

絵
画
・
書
道
・
写
真
・
工
芸
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
作
品
の

規
格
や
出
展
資
格
な
ど
に
つ
き

ま
し
て
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
搬
入
お
よ
び
受
け
付

け
は
、
11
月
4
日
（
日
）
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

四
万
十
町
文
化
協
会
事
務
局

　
　
　
　

 

☎
２
２-

３
５
７
６

　
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
）

　

歌
っ
て
踊
っ
て
楽
し
い
思
い

出
を
、
ぽ
ん
ぴ
ん
ず
と
一
緒
に

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
み
ん
な
、

遊
び
に
き
て
ね
～
！

■
チ
ケ
ッ
ト
／
販
売
場
所

・
前
売
券
６
０
０
円

　
ぶ
ん
ぐ
は
う
す
R
y
u
b
i
・

無
手
無
冠
・
四
万
十
ド
ラ
マ

直
営
店
「
と
わ
」・
く
ぼ
か
わ
、

松
葉
川
、
ひ
か
り
、
川
口
保

育
所
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

・
当
日
券
８
０
０
円
（
小
学
生
未

満
無
料
）

■
日
時
／
10
月
21
日
（
日
）

　

午
前
11
時
〜
（
開
場
午
前
10

時
30
分
）

■
場
所
／
四
万
十
町
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー　

多
目
的

ホ
ー
ル

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

く
ぼ
か
わ
保
育
所

　
　
　
　
　

 

☎
２
２-

０
０
７
９

　

松
葉
川
保
育
所 

　
　
　
　
　

 

☎
２
３-

０
３
１
１

　

ひ
か
り
保
育
所

　
　
　
　
　

 

☎
２
２-

９
７
０
１

　

川
口
保
育
所

　
　
　
　
　

 

☎
２
２-

２
９
０
４

　

高
校
応
援
大
作
戦
の
一
環
で
、

８
月
６
日
か
ら
８
月
20
日
の
15

日
間
、
カ
ナ
ダ
・
カ
ル
ガ
リ
ー

に
て
海
外
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

参
加
生
徒
11
名
と
引
率
２
名

は
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
、

無
事
に
帰
国
し
ま
し
た
の
で
報

告
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
の
貴
重
な
体
験
を
通
し

て
、
成
長
し
た
生
徒
の
姿
を
ぜ

ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
10
月
３
日
（
水
）

　

午
後
６
時
30
分
～
午
後
７
時

30
分

■
会
場
／
本
庁
東
庁
舎
１
階

　
多
目
的
大
ホ
ー
ル

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

人
材
育
成
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

  

☎
２
２-

３
１
６
３

　

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
子

ど
も
た
ち
の
年
齢
に
合
わ
せ
て

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
お
は

な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。

★
お
は
な
し
の
森

■
日
時
／
毎
週
土
曜
日

　
午
後
1
時
30
分
～
午
後
2
時

　

9
月
30
日
（
日
）
は
子
ど
も

司
書
に
よ
る
お
は
な
し
の
森

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
9

月
29
日（
土
）は
お
休
み
で
す
。

■
場
所
／
本
館
児
童
室

★
お
は
な
し
だ
い
す
き

■
場
所
／
大
正
分
館
児
童
室

■
日
時
／
土
曜
日　

午
前
11
時

～
午
前
11
時
30
分
（
第
２
土

曜
日
を
除
く
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

四
万
十
町
立
図
書
館

　
　
　
　
　

☎
２
２-

５
０
０
０

　

大
正
分
館  
☎
２
７-

１
１
９
３

■
日
時
／
9
月
28
日
（
金
）
～

30
日
（
日
）　

午
前
10
時
～
午

後
5
時
30
分
（
日
曜
日
は
午

後
4
時
30
分
ま
で
）

■
場
所
／
本
館
入
り
口

※
図
書
館
で
使
わ
な
く
な
っ
た

本
を
お
分
け
し
ま
す
。
な
く

な
り
次
第
終
了
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

四
万
十
町
立
図
書
館

　
　
　
　
　

☎
２
２-

５
０
０
０

　

大
正
分
館  

☎
２
７-

１
１
９
３

　

美
術
館
収
蔵
作
品
よ
り
、

四
万
十
町
出
身
の
今
西
中
通
、

今
上
啓
な
ど
、
今
は
亡
き
７
人

の
作
家
作
品
の
う
ち
、
こ
れ
ま

で
展
示
機
会
の
少
な
か
っ
た
作

品
を
中
心
に
、
初
公
開
作
品
や

近
年
収
蔵
し
た
作
品
を
加
え
た

24
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
期
間
／ 

８
月
４
日
（
土
）

～
９
月
29
日
（
土
）

■
入
館
料
／
一
般
２
０
０
円
（
高

校
生
以
下
無
料
）「
身
体
障
害

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

（
除
籍
図
書
配
布
）

収
蔵
作
品
展

郷
土
作
家
７
人
を

偲
ぶ
展

ぽ
ん
ぴ
ん
ず

ふ
れ
愛
コ
ン
サ
ー
ト

高
校
生
海
外
研
修

帰
国
報
告
会

お
は
な
し
会
へ

来
ま
せ
ん
か
？

高
南
台
地
総
合

美
術
展
覧
会

 

イ
ベ
ン
ト

第
６
回
し
ま
ん
と

生
姜
収
穫
祭

興
津
八
幡
宮

秋
季
大
祭

第
19
回

四
万
十
手
仕
事
市

▲岩崎恭子さん

四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ

ラ
ソ
ン　
味
の
素
協
賛

事
業　
岩
崎
恭
子

小
学
生
水
泳
教
室

第
14
回
K
O
B
A
N

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

の
お
知
ら
せ

2018年 8月 20日　高知空港にて



お
詫
び
と
訂
正

　四万十町の米と豚肉を使用した丼を提供する『四万十ポークどんぶり街道』をご存じですか？町内飲
食店16店舗の料理人たちが、腕によりをかけた豚丼は、各店ごとに違った趣向を味わえ、食べ歩いても
飽きることがありません。

 昭和地区を通る国道381号線を左に入ったところにある川遊びの拠点・ふる
さと交流センター、そのお隣にあるのが「リバーサイドみち」です。気さくな女将さ
んが迎えてくれるアットホームなお店で、甘辛く炒めた豚肉と四季折々の山菜
が盛りつけられた「しまんとど～ん」は、見た目もおいしさもインパクト大です！

住所　四万十町昭和669-2
営業　午前８時～午後８時

電話　28-5590
休日　火曜日

13 リバーサイドみちしまんとど～ん

予土線

四万十川

381
リカーショップ
やまわき

ふるさと交流センター

リバーサイドみち

短

　歌

﹇ 

窪
川
短
歌
教
室 

﹈

甲
子
園
に
て
痛
恨
の
エ
ラ
ー
せ
し
男
の
子
私
は
君
に
エ
ー
ル
を
送
る

ひ
る
が
え
り
ひ
る
が
え
り
し
て
竹
の
葉
の
散
り
落
つ
ま
で
の
時
の
し
ず
け
さ

炭
焼
き
も
し
し
と
う
生
姜
米
作
り
生
き
て
八
十
路
に
周
り
に
感
謝

コ
ン
ク
ー
ル
で
ホ
ル
ン
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
吹
く
孫
ら
二
人
の
緊
張
わ
れ
に
伝
わ
る

四
万
十
川
の
流
れ
に
黒
く
鎮
も
れ
る
岩
間
の
沈
下
橋
今
も
忘
れ
ず

市
川
浩
子

市
川
隆
子

宮
崎
美
紀
代

岡
村
香
代
子

島
岡
紀
美

や

そ

じ

め
ぐ

し

ま

ん

と

し
ず

お

〔お問い合わせ先〕 
 企画課　広報情報グループ　☎22-3124

　すくすくコーナーでは０歳から３歳頃
までのお子さまをご紹介しています。応
募はしたいけど良い写真が撮影できな
いとお困りの方も、ご相談いただければ
撮影にお伺いします。企画課までお気軽
にご連絡ください。

すくすくコーナー募集

四万十町HP
すくすくコーナー募集

こちらからも
ご応募できます

最終回

　四万十町通信８月号 24ページ「四万十町　町内ぶら～
り散策」の中の「活禅寺窪川別院」という禅寺の位置を説明
した文章に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

【誤】　高知道・四万十町東の出入り口の少し手前に
【正】　高知道・四万十町東の出入り口の少し向こうに

最終回

19 四万十町通信一平成30年9月号

日付 曜日 内　　　容 時　間 場　　　所 お問い合わせ

 9 月
10 月 40010 のたから　東又保育所 / ひかり保育所 18:45

11 火 【窪川】１日行政相談 10:00 〜 12:00
13:00 〜 15:00 農村環境改善センター　第 1 会議室 総務課　　　 　☎ 22-3111

12 水
13 木 子育てほっと相談 9:30 〜 11:30 十和地域子育て支援センター 大正町民生活課　☎ 27-0112
14 金
15 土 休日水道修理当番 宮脇水道　　　 ☎ 22-1581

16 日
休日水道修理当番 桑原水道　　　 ☎ 22-1163
休日在宅当番医 大西病院　　　 ☎ 22-1191

17 月
休日在宅当番医 くぼかわ病院　 ☎ 22-1111
敬老のあいさつ・高校生海外研修報告・ライフ with 図書館 18:45
休日水道修理当番 横山建材店　   ☎ 22-3608

18 火
19 水 3 歳 6 か月健診 対象者に個別通知 役場東庁舎 健康福祉課　 　☎ 22-3115
20 木
21 金
22 土 休日水道修理当番 横山建材店　   ☎ 22-3608

23 日
休日水道修理当番 岩本商店　　　☎ 22-2716
休日在宅当番医 くぼかわ病院　☎ 22-1111

24 月
休日水道修理当番 日化住宅機器　☎ 22-0407
休日在宅当番医 くぼかわ病院　☎ 22-1111
40010 のたから　東又保育所 / ひかり保育所　再放送 18:45

25 火
26 水 4 か月・7 か月・12 か月児健診 対象者に個別通知 窪川地域子育て支援センター 健康福祉課　 　☎ 22-3115
27 木
28 金
29 土 休日水道修理当番 宮脇水道　　　 ☎ 22-1581

30 日
休日水道修理当番 高橋設備　　　 ☎ 22-0662
休日在宅当番医 くぼかわ病院　 ☎ 22-1111

10 月

1 月

学びの時間 18:45
固定資産税（３期）・国民健康保険税（３期） 税務課　　　☎ 22-3116
介護保険料（３期） 健康福祉課　☎ 22-3115
後期高齢者医療保険料（３期） 町民課　　　☎ 22-3117

2 火
3 水
4 木 人権相談所　十和　（伊賀・芝） 10:00 〜 15:00 十和地域振興局　２階（コミュニティセンターとおわ） 十和町民生活課　☎ 28-5112
5 金
6 土 休日水道修理当番 桑原水道　　　☎ 22-1163

7 日
休日水道修理当番 横山建材店　　☎ 22-3608
休日在宅当番医 くぼかわ病院　☎ 22-1111

8 月
休日水道修理当番 岩本商店　　　☎ 22-2716
休日在宅当番医 くぼかわ病院　☎ 22-1111
役場からのお知らせ 18:45

9 火
献血 10:00 〜 12:00

13:15 〜 16:00 役場東庁舎 健康福祉課　 　☎ 22-3115

［窪川］１日行政相談 10:00 〜 12:00
13:00 〜 15:00 農村環境改善センター　第 1 会議室 総務課　　　 　☎ 22-3111

10 水
乳幼児健診 対象者に個別通知 十和保健センター 十和町民生活課　☎ 28-5112
人権相談所　大正　（岡林・横山） 10:00 〜 15:00 大正地域振興局　２階小会議室 大正町民生活課　☎ 27-0112

11 木
【大正】１日行政相談 10:00 〜 12:00 大正地域振興局　２階小会議室 大正地域振興課　☎ 27-0111
【十和】１日行政相談 13:00 〜 15:00 十和地域振興局　１階　町民室 十和地域振興課　☎ 28-5111

しまんと健康ホットライン
☎0120-788-410四万十町  くらしのカレンダー

平成30年 ★ 健康・医療・介護・育児相談
★ 医療機関情報の提供

24時間
年中無休

※休日水道修理当番は窪川地区のみです。
大正・十和地区の方は各地域振興局にお問い合わせください。
大正地域振興課　☎ 27-0111　　十和地域振興課　☎ 28-5111

〔行政放送お問い合わせ先〕
毎週月曜日更新　四万十ケーブルテレビ　☎ 22-1117

〔各種健診お問い合わせ先〕
健康福祉課　☎ 22-3115

休日在宅当番医
【大正診療所】休日・夜間の急患の診療に対応しています。
必ず電話で確認のうえ受診してください。　☎ 27-0210

　
お
問
い
合
わ
せ

１日行政相談 … 国の仕事・サービスでお困りの方、ご相談ください。
【窪川】行政相談員　森 英真　【大正・十和】行政相談員　林 久志 人権相談 … 無料・秘密厳守です。

納期のお知らせ
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四万十川の

水質状況町のうごき

人口 前月比
男
女
計

世帯数

出生 死亡 転入 転出
男
女
計

適正値（mg/ｌ）
リン酸 ≦  1.0
硝　酸 ≦  0.5

アンモニウム ≦  5.0
アニオン活性剤 ≦  1.0
化学的酸素要求量 ≦10.0

調査：大正（吾川） 
資料：四万十高校自然環境部

知
自
動
車
道
四
万
十
町
中
央
イ
ン

タ
ー
付
近
が
平
串
で
あ
る
。今
で
こ

そ
、
車
社
会
に
お
け
る
四
万
十
町
の
玄
関

口
と
し
て
の
に
ぎ
わ
い
で
あ
る
が
、
昭
和

50
年
代
ま
で
は
、
国
道
沿
い
に
は
さ
ほ
ど

人
家
も
な
く
、静
か
な
集
落
で
あ
っ
た
。

　国
道
56
号
線
が
拡
張
さ
れ
た
頃
、
そ
の

静
か
な
集
落
に
J
A
の
集
出
荷
場
が
建
て

ら
れ
た
。こ
れ
が
今
日
の
に
ぎ
わ
い
の
始

ま
り
と
も
言
え
る
。現
在
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
釣
具
店
の
あ
る
場
所
で
あ

る
。そ
の
後
、
J
A
は
現
在
の
場
所
に
移
転

す
る
の
で
あ
る
が
、跡
地
に
は
、大
手
電
機

メ
ー
カ
ー
の
下
請
け
会
社
の
工
場
が
入
る
。

当
時
の
国
内
は
、
凄
ま
じ
い
勢
い
の
家
庭

用
ビ
デ
オ
普
及
時
代
。こ
の
工
場
で
は
、
ビ

デ
オ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
使
う
基
盤
の
製
作
が

行
わ
れ
て
い
た
。当
時
を
知
る
方
の
お
話

で
は
、
作
っ
て
も
作
っ
て
も
足
り
な
い
状

態
だ
っ
た
と
い
う
。し
か
し
、
ビ
デ
オ
の
時

代
は
去
り
、
そ
れ
に
伴
い
工
場
も
撤
退
し

た
。地
区
の
衰
退
が
心
配
さ
れ
た
が
、
地
元

に
開
業
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
奮
闘
や
、
し

ば
ら
く
し
て
で
き
た
道
の
駅
「
あ
ぐ
り
窪

川
」が
、
地
区
の
衰
退
を
食
い
止

め
た
。そ
し
て
、
高
知
道
延
伸
で

あ
る
。

　そ
も
そ
も
、
平
串
村
は「
川
井

村
」
と
い
っ
た
。戦
国
時
代
の
記

録
に
は
「
河
井
村
」
と
い
う
記
載

も
見
ら
れ
る
。さ
ら
に
、
小
地
名

と
し
て
「
平
越
タ
」
と
い
う
文
字

も
見
え
、こ
れ
が「
平
串
」と
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

R439

R381
R56

土佐
大正

至

至 黒潮町

十川

窪川

高

4
4
8

14
15
29

8
9
17

14
21
35

8月8日
8,195
9,125
17,320
8,556

窪川地域 12,245人 大正地域 2,428人 十和地域 2,647人

測定範囲以下
0.237

測定範囲以下
0.05

測定範囲以下

ー16
－23
－39
－14

（7月31日）　 

記
録
の
中
で
正
式
に「
平
串
村
」と
出
て
く

る
の
は
、
江
戸
時
代
初
期
・
元
禄
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
る
。た
だ
し
、
こ
こ
で
も
「
古

者
川
井
村
（
以
前
は
川
井
村
と
い
っ
た
と

い
う
意
味
）」と
の
注
意
書
き
が
あ
る
。

　平
串
に
は
「
善
福
寺
」
と
い
う
お
寺
が

あ
っ
た
。弘
法
大
師
が
神
仏
習
合
を
唱
え

て
、
五
社
さ
ん
の
境
内
に
創
建
し
た「
福
円

満
寺
」
の
分
寺
の
一
つ
で
あ
る
。江
戸
時
代

に
は
す
で
に
廃
寺（
退
転
）し
て
い
る
の
だ

が
、現
在
も
跡
地
に
お
堂
が
残
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
イ
ン
タ
ー
か
ら
国
道
5
6
号
を

仁
井
田
方
面
に
向
か
っ
て
2
0
0
m
ほ
ど

行
っ
た
道
沿
い
に「
紅
岩
さ
ま
」と
い
う
小

さ
な
祠
が
あ
る
。戦
国
期
に
は
、
こ
の
地
域

で
も
小
さ
な
戦
が
絶
え
な
か
っ
た
た
め
、

斬
ら
れ
て
命
を
落
と
す
者
も
少
な
く
な
く
、

そ
れ
ら
の
者
を
弔
う
た
め
に
置
か
れ
た
祠

で
あ
る
と
い
う
。今
も
地
区
の
人
々
か
ら

「
べ
に
や
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て

い
る
。

　平
串
に
は
現
在
99
世
帯
、
1
8
6
人
が

暮
ら
し
て
い
る
。

 ☎（0880）22-3124
　（0880）22-3123FAX本文など内容の一部に見やすく読みまちがえにくい

ユニバーサルデザインフォントを採用しています。

高知市

（7月中の届出）

平

　串

ひ
ら

ぐ
し

「紅岩さま」は、うっかり見逃して
しまいそうなところにある

べ
に
い
わ


